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開発環境を整えたので、ともかくメ

ニューを作ろうと考えた。我輩は、シ

ステムを作るときは必ず、ログイン用

のフォームと、処理年度を指定する

フォームを付けている。これまで一度

作成したものを使い回していたので、

Visual Basic .NET（以下VB.NET）で

も、もちろんこれらを使いたい。

VB.NETの経験がある後輩の東山君

によれば、VB.NETはバージョン2003

になって、VB6.0のコードを自動的に

VB.NETのコードにアップグレードす

る機能が向上したらしい。さっそく、

これを試してみることにしよう。

プロジェクト単位でないとアップグ

レードできないようなので、わざわざ

VB6.0で「StartTest」というプロジェ

クトを作成し、以前に納めたシステム

から、ログインのフォーム（Login.frm）、

処理年度指定のフォーム（Nendo.frm）

を取り込んで、ひとつのプロジェクト

にまとめた。

また、この2つのフォームには、洒落

た機能がいくつかあったのだが、すべ

て取り払って、シンプルなものにした。

フォームのファイルをコピーして名前

を変更したり、フォームのファイルの

中の余計なルーチンを消したり、結構

面倒だったが、なんとか作り上げ、グ

ローバル変数のためのモジュールを追

加し、VB6.0で実行して動作を確認し

た（図1）。
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・この記事で取り上げたソースコードおよびサンプ
ルプログラムは、
http://www.shoeisha.com/mag/windev/からダウン
ロード可能です。

我輩の名前は「頑固一徹」。これまでVisual Basic一筋だった我輩だが、上司の鶴

の一声でVisual Basic .NETを使うハメになってしまった。

そこで前回は、しぶしぶVisual Basic .NETをインストールし、練習のために、簡単

な顧客管理システムを作ろうとしたのだが、Visual Basicとの違いに手間取って、環

境の整備をするだけで終わってしまった。これだから、新しい開発環境を勉強する

のはゴメンなのだ。
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このプログラムをVB.NETで読み込

んでみよう。ひとまずVB.NETを起動

して、スタートページで［プロジェク

トを開く］ボタンをクリックしてみる

と、「プロジェクトを開く」ダイアログ

ボックスが開く。ここで、VB6.0のプ

ロジェクトファイルである「StartTest.vbp」

を選択し、［開く］ボタンをクリックし

てみた。

すると、「Visual Basicアップグレー

ドウィザード」ダイアログボックスが

開く。最初の画面は単なる説明なので

［次へ］ボタンをクリックする。続いて、

アップグレードするプロジェクトの形

式を聞いてくるが（図2）、「EXE」でよ

いのでこのまま［次へ］ボタンをク

リックする。

次は、新しく作るプロジェクトを保

存する場所の指定である（図3）。デ

フォルトは、VB6.0のプロジェクトのあ

るフォルダの下に、新しくフォルダを

作成するようである。これも、このま

まで［次へ］ボタンをクリックする。

すると、新しくフォルダを作成する

かどうか聞いてくるので、［はい］を選

択する。次の画面では「時間がかかる

かも」というメッセージが出るが、気

にせず［次へ］ボタンをクリックする。

最後のページはアップグレード作業

の進行の表示である。プログラムが短

いためか、あっという間にアップグ

レード処理が終了し、元のスタート

ページに戻った。

気がつくと、右上のソリューション

図1：アップグレードするVB6.0プログラム

図3：アップグレード後のプロジェクト保存場所図2：アップグレードするプロジェクトの形式

注意

VB6.0のコードをVB.NETにアップグレード

するには、VB6.0とVB.NET（あるいはVisual

Studio .NET）の両方がインストール済みで

ある必要があるそうだ。また、Visual Basic

.NET Standardには、アップグレードする機

能が含まれていないようなので注意していた

だきたい。

なお、誌面の都合上、アップグレードする

VB6.0プログラムのコードは割愛する。コー

ドの詳細はサンプルプログラムを見ていただ

きたい。

いざアップグレード！




